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中間駅周辺地域のまちづくりに関するアンケート 結果報告

はじめに
さいたま市では、地下鉄７号線（埼玉高速鉄道線）の延伸に伴い、中間駅周辺地域のまちづくりの在り方を検

討しています。アンケート調査は、まちづくりの在り方についてご意見やお考えをお聞きするために、さいたま
市岩槻区の柏崎地区及び和土地区にお住まいの18 歳以上の方1,000名（無作為選定）を対象に実施しました。

アンケート内容
1. 回答者の基本情報（性別・年齢、居住年数など）
2. 『地下鉄7号線中間駅まちづくり方針』のまちづくりのテーマ４つの重要度
3. 『地下鉄7号線中間駅まちづくり方針』の施策イメージ７つの重要度
4. 各施策イメージで希望する機能・施設・空間
5. 中間駅周辺地域のまちづくりの実現に向けて参加したいと考える住民主体の活動
6. その他自由意見

アンケート実施概要
回答期間：10月5日〜10月27日 ※12月末までの回答も含む
回答方法：返信用封筒に入れて郵送、もしくは、インターネットで回答
回答人数：378名（郵送回答：274名、インターネット回答：104名）
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n＝378



18〜19歳
1.3% 20〜29歳

6.1%

30〜39歳
9.3%

40〜49歳
14.0%

50〜59歳
16.1%

60〜69歳
21.4%

70〜79歳
20.4%

80歳以上
11.1%

無回答
0.3%

自営業主・家

事手伝い

12.7%

勤め人（正規職員・

正社員）

27.8%

勤め人（パート・アルバイトなど）

17.7%

学生

4.0%

専業主婦・専業主夫

13.8%

無職

20.9%

その他

2.4%

無回答

0.8%

男性

47.7%
女性

51.5%

選べない・答えたくない

0.3%

無回答

0.5%

１年未満

1.1%

１年以上５年未満

5.8%
５年以上１０年未満

5.6%

１０年以上２０年未満

10.8%

２０年以上

76.2%

無回答

0.5%

１. 回答者の基本情報

3

性 別

同居している家族構成について

一人暮らし

6.9%

夫婦だけ

24.3%

親子（２世代）

53.7%

親と子と孫（３世代）

12.2%

その他

2.1%

無回答

0.8%

年 齢 職 業 に つ い て

居 住 年 数

n＝378



0% 20% 40% 60% 80% 100%

２. まちづくりのテーマ４つの重要度

4

79.2%

82.7%

86.3%

83.7%

重 要 だ と 考 え ら れ て い る 割 合

n＝378

重 要 だ と 考 え ら れ て い る 割 合

重 要 だ と 考 え ら れ て い る 割 合

重 要 だ と 考 え ら れ て い る 割 合



とても重要だ 重要だ どちらでもない 重要ではない

ゆ と り 居 住 街 区 の 形 成

身 近 な 生 活 施 設

産学公民連携による地域ブランドの向上

ウォーカブルなオープンスペースの創出

緑 を 保 存 す る 土 地

地 区 の 特 性 を 活 か し た 産 業 の 誘 致

安 全 な 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の 確 保
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80.9%

90.7%

75.4%

66.8%

87.1%

95.2%

76.5%

３. 施策イメージ７つの重要度

重 要 だ と 考 え ら れ て い る 割 合

重 要 だ と 考 え ら れ て い る 割 合

重 要 だ と 考 え ら れ て い る 割 合

重 要 だ と 考 え ら れ て い る 割 合

重 要 だ と 考 え ら れ て い る 割 合

重 要 だ と 考 え ら れ て い る 割 合

重 要 だ と 考 え ら れ て い る 割 合



４−１.「ゆとり居住街区の形成」でしたい活動・されているとよい活動
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65.9%

47.4%

40.2%

27.5%

22.8%

20.9%

16.9%

15.3%

13.8%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80%

家の近くを安全に散歩できる

街区全体で、環境負荷の削減や災害時に対応する再生可能エネルギーや蓄

電池が導入されている

個人経営のカフェなど個性あふれるお店でくつろぐ

住宅の庭で家族がくつろぐ。庭先で子どもが遊んでいる

住宅の１階で雑貨店などの小商いができる

ポケットパークなどで、近所の人が集まって立ち話ができる

リモートワークなど気軽に勉強や仕事ができる

住宅地の一角を使い趣味でちょっとした農作業をしている

街区内に共有スペースがあり、楽器の演奏やDIYなど複数人で活動できる

その他

n＝378

※ 3 つ ま で 回 答 可



４−２. 「身近な生活施設」として身近にあるとよい施設
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84.4%

48.9%

37.8%

31.2%

21.7%

21.4%

20.6%

12.2%

11.1%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日常生活で必要なもの（食品・日用品等）が買える「生活商業施設」

気軽に健康相談や受診ができる「医療施設」

飲食など、日常の中で利用できる「飲食施設」

行政手続きが行える施設

映画や飲食などが集まる複合施設で様々な体験ができる「飲食・娯楽施設」

子どもの通学や子どもを預けられたりする「子育て支援施設」

家族の近くで福祉・介護サービスを受けることができる「福祉サービス施設」

趣味や健康のために運動ができる、スポーツチームの応援ができる「スポーツ

施設」

仲間や多様な世代と交流できる「コミュニティ施設」

その他

n＝378

※ 3 つ ま で 回 答 可



４−３. 「ウォーカブルなオープンスペースの創出」として居心地がよく歩きたくなる空間
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75.9%

55.8%

50.8%

41.0%

26.5%

14.0%

13.0%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80%

歩行空間が広く確保され、安全に歩ける

緑あふれる広場や通りとなっている

散歩の途中でベンチでひと休みできる

テラス席のあるカフェなどおしゃれな店舗、個性的な店舗がある

オープンスペースに面した飲食店や居酒屋などの店舗に人が集まり賑わって

いる

歩行空間と沿道建物の１階が一体化・連続している（建物の１階がガラス張り

で統一されているなど）

学生や住民たちがイベントを開催している

その他

n＝378

※ 3 つ ま で 回 答 可



４−４. 「産学公民連携による地域ブランドの向上」として目白大学との連携であるとよい施策
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51.9%

49.5%

48.1%

39.2%

36.5%

25.7%

3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

健康・福祉・医療に関するワークショップの開催

学生が住みやすい、来たくなるまちづくり

図書館やグラウンドなどの大学施設の一部開放

オープンキャンパスのような大学と地域住民・地域の子どもとの交流

企業、学校、行政、住民で組織を作ったまちづくり

賑わいづくりに関する活動

その他

n＝378

※ 3 つ ま で 回 答 可



４−５. 「緑を保存する土地利用」について、あるとよい緑の空間
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64.8%

56.3%

51.3%

40.2%

24.3%

23.5%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

既存の地形や樹木を活かした公園

散歩など、緑豊かな親水空間を楽しめる調整池

緑が多い、緑が豊かな住宅地

緑があふれる駅前の広場

収穫体験などができる周辺の農地

街路樹が多い道路

その他

n＝378

※ 3 つ ま で 回 答 可



４−６. 「安全な交通ネットワークの確保」について、欠かせない機能・施設
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83.9%

55.3%

54.8%

53.2%

22.8%

11.1%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歩行者・自転車・自動車の通行空間が分離されている

バスやタクシーの利便性が良い

バリアフリー機能など、全ての人が利用しやすい安全で広い歩道

駐輪場・駐車場の確保

通過交通を抑制するための道路整備

地区内の移動ができるシェアサイクルや小型モビリティ

その他

n＝378

※ 3 つ ま で 回 答 可



４−７. 「地区の特性を活かした産業の誘致」について、本地区にふさわしい産業（施設）
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59.3%

59.3%

37.3%

35.4%

31.7%

17.5%

10.8%

9.8%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

目白大学さいたま岩槻キャンパスの保健医療・健康分野と連携した研究施設や

リハビリなどができる健康施設

農地など緑が豊かであることを活かした農作物が買える道の駅のような施設

ショッピングセンターなどの大型商業施設

高架下のスペースなどを活かした小規模な店舗が連なる商業施設

地区周辺の雇用が創出される業務施設

周辺地域の特性を活かしたスポーツ・文化施設

次世代産業などの研究施設

高速道路や国道に近い交通利便性を活かした物流施設

その他

n＝378

※ 3 つ ま で 回 答 可



７. 中間駅周辺地域のまちづくり実現に向け、参加したいと思う活動
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37.8%

31.7%

25.1%

19.6%

17.5%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40%

マルシェなどの地域イベントへの参加

公園の維持管理や清掃などのボランティアへの参加

まちづくりに関するワークショップへの参加

まちづくりに関する行政との話し合いへの参加

産学公民が連携するコミュニティへの参加

その他

※ 複 数 回 答 可



８. その他自由意見

• 若者向けのレジャー施設があったらよいのではないか。
• 休日に人が集まることができる娯楽・商業系の施設がほしい。
• スーパーマーケットや薬局がほしい。
• 歩いて行けるスーパーマーケットやカフェなどがあるとよい。
• 農業を中心とした商業的な施設がほしい。

□ 生活サービス・娯楽等施設

□ 住環境
• バリアフリーやユニバーサルデザインの観点から意見を取り入れてほしい。
• 田舎らしさが残りながら都心へ働きに出れるエリアとしてファミリー向けがよいのではないか。
• 持て余している農地を活用できる環境がよい
• 高齢者にとっても住みやすいまちがよい。
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□ 交通・アクセス
• 周辺との道路ネットワークを考えて整備してほしい。
• 大型トラックなどが走る幹線道路と、生活道路を区別してほしい。
• バス利用（バス停位置、運賃など）について考えてほしい。
• 車以外の交通手段がとれる地域にしてほしい。

など

など

など



結果の整理・まとめ

• 施策「ゆとり居住街区の形成」「ウォーカブルなオープンスペースの創出」「安全な交通ネットワークの
形成」の具体な機能・空間等では、“安全”に関連する空間や施設が、回答者の半数以上に求められている
傾向がありました。

• 施策「緑を保存する土地利用」の重要度が高いことや、具体な機能・空間等では既存の地形や樹木を活か
した公園が回答者の半数以上に選ばれていたこと、また、「地区の特性を活かした産業の誘致」では農作
物が買える道の駅が最も多く選ばれていたことを踏まえ、地区の自然やみどりが重要視されている傾向が
ありました。

• 施策「身近な生活施設」では、生活に欠かせない食品・日用品等が買える「生活施設」が回答が最も選ば
れていることが分かりました。

• まちづくりの実現に向け参加したいと思う活動については、「マルシェなど地域イベントへの参加」や
「公園の維持管理や清掃などのボランティアへの参加」が回答者の3割以上に選ばれており、議論の場より
も、気軽に参加できるイベントなどのまちづくり活動が選ばれる傾向にありました。
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緑が豊かな地区の特性を活かしつつ、すべての人にとって安全なまち
が求められている。


